
EBPM事例研究会#7

EBPMブートキャンプにおける支援実績を踏まえた
EBPM推進における実務上のポイント

2026.4.23
株式会社日本総合研究所



1

発表者プロフィール_菅
菅 章 かん あきら

2015年 東京大学大学院経済学研究科 経営特修コース（修士号）修了、
MBA取得（組織行動論を専攻）
2016年（株）日本総合研究所 リサーチ・コンサルティング部門 入社
以降、データ利活用・EBPM支援や人口推計・少子化関連支援、
その他民間企業向け戦略・組織・人事等各種コンサルティングに従事
2023年～2025年にかけ、週1日法務省へ出向（EBPMアドバイザー）

株式会社日本総合研究所
リサーチ・コンサルティング部門
デジタル社会創成グループ
マネジャー

経歴

主なプロジェクト／コンサルティング実績
データ利活用・EBPM関連支援
• 自治体EBPM検討伴走支援(EBPMブートキャンプ2023/25)(総務省統計局)
• 自治体向けEBPM・統計データ活用研修コンテンツ作成（総務省統計局）
• 統計ミクロデータ利活用推進支援（総務省統計局）
• 政府関係法人等の統計調査品質表示に関する調査研究（総務省）
• ビッグデータ・ポータル構築支援（総務省）
• 都道府県職員向け統計データアナライズセミナー（総務省）
• 政策/事業評価に資するデータ体系・プラットフォーム構築支援（東京都）
• 職員向けEBPM研修・EBPM検討伴走支援（熊本市）
• DX・データ利活用推進に関する調査研究（東京都特別区長会）
• 全国自治体ウェルビーイング取組状況調査（公益財団法人）
• 自治体におけるナッジの活用に関する調査研究（東京市町村自治調査会）
ピープルアナリティクス支援
• 人事データに基づくピープルアナリティクス・人事施策再検討支援（社会インフラ、電気
通信、電機メーカー、自動車部品メーカー、富山県 他）

人口推計・少子化関連支援
• 少子化対策の効果検証モデル構築（東京都）
• 少子化政策評価・提案、EBPMサイクル構築（静岡市）
• 人口動向分析・人口推計支援（埼玉県、八王子市、東川町）

MBA（経営学修士号）/メンタルヘルスマネジメント検定Ⅰ種（マスターコース）
日本カウンセリング学会員（心理学検定1級）
生成AIパスポート
スペイン語検定4級

資格

データサイエンス / 公的統計 / EBPM
人口推計 / 人口経済 / 少子化 
事業戦略 / ビジネスデューデリジェンス / 組織再編 / グループ経営
ピープルアナリティクス / HRtech / データドリブン経営

専門分野

執筆・著書等
• 「暗黙的契約とは何だったのか？ー経営学輪講 Rousseau（1989）ー」 （共著）
（2015年7月、赤門マネジメントレビュー14巻7号）

• 統計データ利活用の現状と今後：公的統計の利活用(全体像と活用ツール)(2021年3月)
• アフターコロナを見据えた少子化対策等のための未婚者の実態調査（2022年8月）
• 主観的幸福感に影響を及ぼす要因の分析(2023年7月)
• 明日から始められるEBPM実践術（2025年1月～9月の9回連載、日経グローカル)
• 地域公共交通がもたらす社会的価値の定量的把握に向けた提案(2025年6月、都市計画報告集)

• 人的資本投資対効果に問いかける―人的資本版EBPMの可能性― （2025年6月）
• HR NOTE プロアクティブ人材育成実践術（#3、#7）（2025年5月、7月）
• OpenAI ‘s Teen AI Literacy Blueprint 日本語版翻訳協力（2026年4月）

EBPMブートキャンプ（2023/25）
プロジェクトリーダー
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発表者プロフィール_濱本

濱本 真沙希 はまもと まさき

リサーチ・コンサルティング部門
デジタル社会創成グループ
シニアコンサルタント

2019年３月 東京大学理学部地球惑星物理学科 卒業
2021年３月 東京大学大学院理学系研究科地球惑星科学専攻 修了
2021年４月 当社入社、現在に至る

経歴

主なプロジェクト／コンサルティング実績
デジタル技術導入・計画策定支援
• 水道局財務会計システム再構築に向けた要件定義支援（東京都）
• デジタル技術を活用した社会福祉施設に対する指導検査業務のデジタル化に係る基
本構想策定業務（東京都）

• 東京都職員共済組合におけるDX推進基本方針等の作成支援（東京都）
地域振興・復興支援
• 地域づくりハンズオン支援事業（復興庁）
• 一般社団法人に対するハンズオン支援業務（一般社団法人）
• 東川町地域公共交通計画策定支援業務（東川町）
データ利活用支援
• 職員向けEBPM研修・EBPM検討伴走支援（熊本市）
• 自治体EBPM検討伴走支援(EBPMブートキャンプ2023/25)(総務省統計局)
• 政府関係法人等が実施する統計調査等の品質表示等に関する調査研究業務
（総務省）

• 令和４年度「特別区におけるDXの推進～データの取得・分析・活用」（特別区長会
調査研究機構）

• ビッグデータ・ポータルの構築に向けた調査研究等業務（総務省）
• 都道府県職員向け統計データアナライズセミナー（総務省）
業務改革・BPR支援
• 公用車の保有台数の適正化と使用・管理の効率化に係るコンサルティング業務
（宮城県）

• 令和４年度行政手続における手数料のキャッシュレス化導入支援事業業務委託
（静岡県）

その他、当社HPにおける情報発信複数件

応用情報技術者
資格

• 地域振興（復興支援、観光振興等）
• データ利活用・EBPM支援
• デジタル化計画策定支援

専門分野

EBPMブートキャンプ（2023/25）
メンバー（駒ヶ根市、厚木市担当）
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EBPMブートキャンプの事業概要
• 本事業は総務省統計局統計データ利活用センターからの委託により、参加自治体におけるEBPMの取組について、
有識者と自治体のマッチングを行うと共に、検討の伴走支援を行い、EBPMの実践事例を創出するもの。

自治体職員
有識者

受託事業者
（日本総研）

総務省統計局
統計データ利活用センター

委託

伴走支援：
ファシリテート、データ分析支援、進捗管理等

専門的知見に
基づく助言

設定した社会課題について、
有識者の助言、委託事業者の伴走支援を受けて
EBPMの取組を実施。
（課題設定～データ収集～分析～施策検討）
年度末に、取組内容をData StaRtに公開

委嘱
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EBPMブートキャンプにて弊社がご支援した自治体
• 弊社ではこれまで、2023年度・2025年度に本事業を受託し、計9自治体をご支援。

年度 自治体 テーマ
2023 北海道 芽室町  地域公共交通確保手段の検討

長野県 駒ヶ根市  観光客移動の楕円形化

滋賀県 長浜市  行政コストのスリム化

熊本県 山鹿市  プログラミング学習の効果

2025 宮城県 仙台市  安定経営と公共交通サービス維持の両立に向けたビッグデータの利活用

栃木県 日光市  雇用・労働問題の切り口から見る人口減少対策

神奈川県 厚木市  統計・財政情報連携プラットフォームの構築とデータ視覚化による予算編成業務の改善

大阪府 岸和田市  まちのイメージ改善

熊本県  通勤行動変容に係る交通渋滞緩和の効果検証
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EBPMブートキャンプのスケジュール
• 各テーマについて、9月から計6回の研究会（+適宜開催の分科会）と1回の先進事例ヒアリングを行い、研究成果
を1月末～2月頭目途に報告。検討内容を記事に取りまとめ、Data StaRtに掲載する流れ。

研究会

8月 9月 10月 11月 12月 1月 2月 3月

#1 #2 #3 #4 #6#5

分科会  研究会進捗を踏まえ適宜開催（参加者は原則研究会に準ずるが、柔軟に調整）

 自治体職員、受託事業者（日本総研）、有識者にて計6回実施
（1回3時間程度）※#1のみ現地自治体にて開催、#2以降はオンライン開催

報告会

情報交換会(11
月中旬、2時間程
度・オンライン)：
各テーマの進捗報
告・意見交換実施

研究報告会(1月
末～2月頭、2時
間半程度・オンラ
イン)：各テーマの
研究成果報告

先進事例
ヒアリング

研究会テーマの
先進事例先
への視察等を
実施：11月頃

記事取りま
とめ・掲載

検討内容を記事に取り
まとめ、Data StaRtに
掲載（2～3月）
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EBPMブートキャンプにおける大まかな検討の流れ
• EBPMブートキャンプにおいては、PPDACサイクルに沿って検討を進めている。

P
Problem（問題）
現状把握・因果関係明確化

 現状認識・課題感についての共有・議論
 ロジックモデルの作成・確認

P
Plan（計画）
仮説構築・調査計画策定

 現状認識・課題感を踏まえ、大きな方針
（仮説探索または仮説検証）を決定

 方針を踏まえ調査計画を策定

D
Data（データ収集）
仮説探索 / 仮説検証に資する
データ収集

 既存データ（二次データ）の収集・整理
 追加調査（一次データ取得）の検討・
実施

A
Analysis（分析）
分析実施・示唆抽出

 データの概形・特徴把握
 分析デザインの詳細決定
 分析実施・結果の可視化、示唆の抽出

C
Conclusion（結論）
政策立案・改善検討

 具体的なアクションの検討
 継続的なモニタリング・分析の検討

研究会

#1 #2 #3 #4 #5 #6
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EBPM推進における実務上のポイント_まず検討方針を定める(Problem/Plan)
• EBPM推進にあたっては、まず検討方針を定めることが何より重要。
• 過去に実施した、またはこれから実施したい政策の効果を検証する場合は仮説検証型の取組が必要となるが
（狭義のEBPMと言える）、実務的には先立って仮説探索型の取組が必要となることも多い。

仮説検証型
（Hypothesis-Testing）

仮説探索型
（Hypothesis-Generating）

 不明な点が多い事象を分析し、パターンの検出や分類分け等を
行って「仮説」を得るもの。示唆（Implication）は仮説そのもの。
 例3（R5駒ヶ根市）：
市内へ観光に訪れる方々の周遊・消費行動を分析し、パターン・
分類を整理して今後の観光施策検討の一助とする

 例4（R5長浜市）：
市内まちづくりセンターの利用動向可視化、まちづくりセンターの
グルーピングを行い、利用環境改善に向けた検討の一助とする

 事象についての「仮説」を設定し、それが正しいかどうか検証するもの。
示唆（Implication）は仮説の正誤。
 例1（R5芽室町）：
コミュニティバスを乗り合いタクシーに転換することで、
利用者の利便性や事業の収益性が改善されるか検証する

 例2（R5山鹿市）：
Switchを用いた小学生向けプログラミング学習が通常の
プログラミング学習よりも学習効果（論理的思考力、チャレンジ
意欲等の向上）が高くなるか検証する
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（参考）R5駒ヶ根市のケース_セグメンテーション・ターゲティングと仮説探索
• 例えばR5駒ヶ根市の検討では、観光消費総額の増加に向け、誘客効率が高く1人あたり観光消費額向上の余地が
大きいと見られる「登山エンジョイ勢 / 非登山（散策）勢」の特徴やニーズを探るべく、仮説探索型の検討を進めた。

※有識者として入っていただいた西本章宏先生のマーケティングサイエンス的観点からの助言も大きく検討に貢献

（出所）Data StaRtデータ・スタート｜観光客移動の楕円形化

https://www.stat.go.jp/dstart/research/case_ebpm/2023/2.html
https://www.stat.go.jp/dstart/research/case_ebpm/2023/2.html
https://www.stat.go.jp/dstart/research/case_ebpm/2023/2.html


Copyright (C) 2026 The Japan Research Institute, Limited. All Rights Reserved.9

EBPM推進における実務上のポイント_検討方針を踏まえデータ収集・分析を行う(Data/Analysis)
• 検討方針によって、求められるデータ収集・分析の内容は大きく異なる。
検討方針 データ収集・分析におけるポイント

仮説探索

 バラエティ豊かなデータを収集する
 仮説探索型の取組はデータの中からパターンを抽出して示唆を得るため、分析するデータが豊富で多様であるほど、得られる

示唆も豊かで意義深いものになる
例）R5駒ヶ根市では、各種公的統計に加えてフリーWiFiアンケート、地域事業者保有のロープウエー乗降データ、クレジット
カード決済データ等を収集

 分析内容・手法自体はシンプルでも良い
 EBPMと聞くと「大容量のデータを用いて複雑・高度な分析をしなければならない」と思いがちだが、手持ちのデータを丁寧に

整理・可視化するだけでも、十分有用な示唆が得られる。シンプルな分析の方が負担も小さいため、むしろ多面的に分析を
行うことも可能
例）R5長浜市では、まちづくりセンターの利用動向可視化、地図上へのプロット、将来推計等の多面的分析を実施

 可視化を有効に活用する
 数字をいくら眺めていてもパターンや特徴は見えてこない。分析結果を的確に可視化することで、類似性が一目で把握できる

ようになり、パターンや特徴がおのずと見えて来る。特に複数部署に跨るテーマ等では、分析に関与していないメンバーも示唆
抽出の議論に参加できるよう、分析結果は極力分かりやすく可視化すべき

仮説検証

 丁寧に政策以外の影響を取り除く
 仮説検証型の取組ではデータに基づいて因果関係を評価する必要があるため、アウトカムに影響を及ぼす要因を出来る限り

分離し、関心のある要因（政策）の影響に絞って検証する必要がある
例）R5山鹿市では、事前に全国学力・学習状況調査の結果を用いて市内の小学校の特徴・傾向を把握したうえで、
事前・事後アンケート調査をプログラム実施校・未実施校双方に対して行うことにより、学校間の特徴・傾向の違いや全校に
共通する時系列的な変化の影響を取り除いている

 質的分析と組み合わせる
 EBPMの取組となるとデータを用いた分析に目が行きがちだが、定量分析と質的分析は補完関係にある

例）R5山鹿市では、教員向けのヒアリング調査を別途行い、アンケート調査で測りづらい部分を補完
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（参考）R5駒ヶ根市のケース_多様なデータの収集・分析
• 例えばR5駒ヶ根市の検討では、以下のように多様なデータを収集して多面的に分析を行った。
①フリーWifiアンケートの多重対応分析結果から高原観光目的の観光客の特徴を抽出
②ロープウエー乗降客数データの重回帰分析からハイシーズンの範囲や天候の効果を分析
③クレジットカード決済データのオーダーメイド集計から来訪元地域別の消費行動を分析

「高原観光」の近くに
「ご夫婦」「ご家族」「50代」
「女性」等が位置する

（出所）Data StaRtデータ・スタート｜観光客移動の楕円形化

※原則部外秘データのため分析結果詳細は非公表

https://www.stat.go.jp/dstart/research/case_ebpm/2023/2.html
https://www.stat.go.jp/dstart/research/case_ebpm/2023/2.html
https://www.stat.go.jp/dstart/research/case_ebpm/2023/2.html
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（参考）R5駒ヶ根市のケース_多様なデータの収集・分析
• 例えばR5駒ヶ根市の検討では、以下のように多様なデータを収集して多面的に分析を行った。
①フリーWifiアンケートの多重対応分析結果から高原観光目的の観光客の特徴を抽出
②ロープウエー乗降客数データの重回帰分析からハイシーズンの範囲や天候の効果を分析
③クレジットカード決済データのオーダーメイド集計から来訪元地域別の消費行動を分析

来訪元地域が中京圏と
それ以外（首都圏等）の場合で、
消費行動に違いが見られる

（出所）Data StaRtデータ・スタート｜観光客移動の楕円形化

https://www.stat.go.jp/dstart/research/case_ebpm/2023/2.html
https://www.stat.go.jp/dstart/research/case_ebpm/2023/2.html
https://www.stat.go.jp/dstart/research/case_ebpm/2023/2.html
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EBPM推進における実務上のポイント_具体的なアクションに繋げる (Conclusion)
• EBPMの取組は「分析して終わり」にせず、具体的なアクションに繋げる必要がある。
• また、一度きりの検討に留まらず、継続的な検証・改善に向けたサイクル構築が重要。

分析結果の解釈
政策立案・改善検討

継続的な
モニタリング・分析

 分析結果を分かりやすく可視化する
ことが議論を進める上で重要

 分析して終わりではなく、具体的な
アクションに繋げる必要

 一度きりの検討に留めず、継続的に
モニタリングを行うことが望ましい

 政策立案・改善検討での議論も踏ま
え、データ収集・分析手法を改善

例）R5駒ヶ根市
R5での仮説探索の取組結果を基に、R6で
継続的な取組を実施
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（参考）R6駒ヶ根市の検討_全体像

（出所）Data StaRtデータ・スタート｜セミオフシーズンの誘客施策

https://www.stat.go.jp/dstart/research/case_ebpm/2024/2.html
https://www.stat.go.jp/dstart/research/case_ebpm/2024/2.html
https://www.stat.go.jp/dstart/research/case_ebpm/2024/2.html
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（参考）R6駒ヶ根市の検討_Googleトレンドの活用

（出所）Data StaRtデータ・スタート｜セミオフシーズンの誘客施策

https://www.stat.go.jp/dstart/research/case_ebpm/2024/2.html
https://www.stat.go.jp/dstart/research/case_ebpm/2024/2.html
https://www.stat.go.jp/dstart/research/case_ebpm/2024/2.html
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（参考）R6駒ヶ根市の検討_周辺市町村の動向調査

（出所）Data StaRtデータ・スタート｜セミオフシーズンの誘客施策

https://www.stat.go.jp/dstart/research/case_ebpm/2024/2.html
https://www.stat.go.jp/dstart/research/case_ebpm/2024/2.html
https://www.stat.go.jp/dstart/research/case_ebpm/2024/2.html
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（参考）R6駒ヶ根市の検討_アンケート調査によるリピーター動向分析

（出所）Data StaRtデータ・スタート｜セミオフシーズンの誘客施策

https://www.stat.go.jp/dstart/research/case_ebpm/2024/2.html
https://www.stat.go.jp/dstart/research/case_ebpm/2024/2.html
https://www.stat.go.jp/dstart/research/case_ebpm/2024/2.html
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（参考）EBPMスキルマップ ※日本総研オリジナル
• 仮説検証の取組は、データに基づいて因果関係を丁寧に評価する必要があるため、比較的難易度が高い。
• まず仮説探索の取組を通じてEBPM・データ利活用のスキルを高め、それから仮説検証の取組にステップアップすること
も実務的には十分考えられる。
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